
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

水戸市家庭教育支援チーム 

 （呼称：認定特定非営利活動法人水戸こどもの劇場） 

 URL：http://www.mito-kodomo.jp/ 

 

②活動拠点 水戸市 

③活動範囲 水戸市及び近隣市町村 

④組織体制 

 19 人 

子育てサポーター19 人 

⑤活動開始年度 
 昭和 46 年度（任意団体として） 

平成 11 年度（NPO 法人設立） 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）事務局 

（TEL） 029-255-0908 （E-mail） gekijo310@citrus.ocn.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

□アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上    の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

http://www.mito-kodomo.jp/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

①子どもの文化体験や創造体験事業 

   鑑賞事業や遊び・ワークショップ、おもちゃのかえっこなどの体験事業 

②子育て支援事業 

   乳幼児を持つ親子の居場所作り、ＣＡＰ（子どもが暴力から自分を守る

プログラム）、赤ちゃんとママ（パパ）の命の出前授業、子育て保健室、情

報誌や情報番組制作、子育て支援講演会、放課後子ども教室、学習支

援事業の実施など 

③活動交流 

   自分たちで発信した活動の支援（みとぴよ音楽隊、読み聞かせの会、

コミュニティーキッチン、ファミリーワークショップ、障がいをもつ親の集まり

など） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

年代も色々な人たちが子どもの問題を話し合い、今必要な事を事業として

創り出しています。子どもの問題は各方面に広がり事業数は増え続けてい

ます。それに伴い関わる人達も増えています。 

問題意識を共有し一緒に考え活動していく事は、人と人をつなげ、子育て

や子どもの環境を整え住みやすい地域づくりになります。 

まだまだ足りない部分は沢山ありますが、一人でも多くの人達とつながり

「一人ひとりが主役」をモットーに活動を創り続け、歩みを続けて行きたいと

思っています。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

☑特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☑その他の支援により活動を実施 

  （ 受託金や助成金等                              ） 

 

 


